
列1 列2

　ポイント 　・　唾液,食物残渣などの混入をできるだけ避ける

　・　早朝起床時の採取が望ましい

　・　喀出困難な場合には誘発痰*1の採取を試みる

　採取方法 　　１）歯を磨く（可能な場合）

　　　　　　　　↓

　　２）水道水で数回うがいする

　　　　　　　　↓

　　３）大きく深呼吸して採取容器に直接痰を出す

　　　　　　　　↓

　　４）直ちに検査室に提出する　（すぐに提出できない場合は4～8℃保存,24時間以内）

　*1：３～１０％の滅菌食塩水で10分程度誘発（ネブライジング）後に採取する

３) 呼吸器材料の採取法

(２) 喀痰の採取法
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